
―三菱東京UFJ銀行におけ
るOSSの活用について、その
キッカケや歩みについてお聞
かせください。

　「我々がオープンソース
（OSS）に取り組み始めたの
は、2003年です。その年の秋
に行われたLinuxオープン
ワールドの基調講演で、これ

からは積極的にOSSを活用し
ていくと宣言をしました。当
時、日本ではOSSを活用して
いるところは少なく、UNIXや
W i n d o w s が主流でした。
UNIXはビジネスパートナー
（ベンダー）それぞれが独自の
OSを出しロックインされてい
て、Windowsも同様にクロー
ズドな環境になります。そうし

た中でOSSやLinux活
用のメリットとして説い
たのは、例えばパワーの
ある I A サーバをユー
ザーが自由に使えるこ

とです。さらにOSSは品
質も優れています。世
界中の人々がソースを
見ていて共同でコミュ
ニティを運営している
ので、製造者（開発に
携わる人間）も多くなっ
ていき、品質も向上し
続けます。
　逆に言えば、国内外
を問わず、より多くの企
業が活用しないと品質
の向上や機能の拡張につな
がりません。そのために、保守
的なイメージが強い金融機関
が積極的に活用すると宣言す
れば、より多くの企業が利用す
るようになると考え、基調講演
を行いました」。

―当時の状況では、まだ
Linuxを金融機関で活用した
例は世界的に見ても少なかっ

たと思いますが、導入決定ま
でにどのような検証が行われ
たのでしょうか？

　「もちろん、当時の状況では
Linuxが金融機関で実際にど
れだけ活用できるか未知数の
部分がありました。そこで我々
はビジネスパートナーと協力
してテストを実施しました。通
常OSSの導入はWebサーバな

ど比較的負荷が軽いシステム
からテストしますが、コストパ
フォーマンスを最大限に活か
すため、あえてデータベース
（DB）サーバからテストを開始
しました。
　当時、DBサーバのミドル
ウェア（RDBMS）といえば商
用プロダクトでした。商用プロ
ダクトでは、なかなか我々の
ためだけに改善をして欲しい
という要求は出せません。もち
ろんユーザーが増えれば改良
されていき、そのメリットをあ
る程度は享受できますがOSS
ほどではありません。OSSの場
合、仕様が公開されているの
でユーザーが必要に応じて改
良することができ、それはそ
のまま我々のメリットとして
返ってきます。だからこそWeb
サーバなどに活用するよりも、
DBサーバにおいて活用する
方が導入効果も高いと判断し
ました」。

―テストの結果についてお
聞かせください。またテストか
ら実システムでの運用までの
期間もお聞かせください。

　「テストを行った結果、OSS
とLinuxの導入効果は期待以
上でした。ライセンス体系など
に違いがあり、単純な比較は
できませんが、感覚的なコスト
パフォーマンスはそれまでの
DBサーバ環境と比較して約4

倍に感じました。それにより
OSS、Linuxの活用へと一気に
加速しました。実際に我々が
要件や目的に応じた銀行のシ
ステム仕様書として規定して
いる『ITスタンダード』にLinux
のDB活用に関する記述を書
き加え、半年後には実システ
ムへのOSS導入に向けたプロ
ジェクトがスタートしました。し
かし当時のIAサーバにはハー
ドウェアのI/O（インターフェイ
ス）が弱いなどの問題があり、
その影響を受けるものは
UNIXなどを活用しました。そ
して徐々に検証を重ねてい
き、アプリケーションサーバや
Webサーバでの活用基準も追
加しました。
　そういった中で2つの銀行
の合併によるシステム統合の
必要性が出てきましたので、
いわゆるDay1、Day2※のシス
テムへと実際の適用範囲を拡
げていきました」。

―三菱東京UFJ銀行様にお
けるITやOSSの位置づけにつ
いてお聞かせください。

　「今、三菱東京UFJ銀行およ
びMUFGグループの目標に
は、品格のある強い銀行、グ
ローバルベースで名誉ある地
位を占める銀行になるといっ
たことがあげられています。そ
のベースにはお客様の支持を
受けるために『サービスNo.1』

『 信 頼 度 N o . 1 』『 国 際 性
No.1』、3つのNo.1を目指すと
いうことがあり、グループ共通
のメッセージとして『Quality 
for You』を標榜しています。
　そして銀行のサービスとい
うのはハードウェアやソフト
ウェアのように目に見えるモノ
を売っているわけではなく目
に見えない情報を売っている
という側面があります。その情
報をATMや通帳のサービスと
して目に見えるようにしている
わけですが、それはすなわち
仕組み（＝IT）で実現していま
す。つまりサービスのクオリ

ティを向上するには、ITのクオ
リティが重要になるのです。も
ちろん窓口での心をこめた対
応も重要なサービスの一部で
あり、新しいサービスの開発を
考える人も重要なのですが、
最終的にそれを提供する手段
がITである以上、システムのコ
ストパフォーマンスや変化に
対応するスピードが優れてい
ないと競合他社に対して強み
を発揮できません。例えば急
いで修正しなければいけない
部分があったと仮定して、プロ
ダクトだと修正に時間がかか
るものでもOSSやLinuxだと自

分たちですばやく修正できる
場合もあります。OSSには共通
基盤としてのメリットを享受し
ながら、独自の競争力を生み
出す自由を与えてくれるとい
う良さがあります。今、我々は
アジアを中心としたグローバ
ルベースでのシステム基盤の
強化、市場環境の変化、ユー
ザーニーズの変化にともない
営業店を中心とした有人チャ
ネルの強化、インターネットに
おけるサービスの強化などに
取り組んでいますが、その分
野でもOSSを積極的に活用し
ています」。

　株式会社三菱東京UFJ銀行は積極的にオープンソース（OSS）を活用されている会
社です。旧東京三菱銀行と旧UFJ銀行の合併後、間もなく開発されたシステムにもOSS
が活用され、日本最大のシステム統合事例として当時大きな話題となりました。では、
一般に保守的なイメージが強い金融機関において、なぜOSSを活用されたのか？ 今回
はその経緯や取り組みを執行役員 システム部長 村林 聡氏にお聞きしました。

三菱東京ＵＦＪ銀行が考える
ＩＴシステム構築、ＯＳＳ活用のあり方とは？
成功の決め手は経営×業務×IT、三位一体の取り組み。

村林 聡 氏株式会社三菱東京UFJ銀行　執行役員　システム部長

オープンソース（OSS）の価値を
享受するため啓蒙にも尽力
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―三菱東京UFJ銀行におけ
るOSSの活用について、その
キッカケや歩みについてお聞
かせください。

　「我々がオープンソース
（OSS）に取り組み始めたの
は、2003年です。その年の秋
に行われたLinuxオープン
ワールドの基調講演で、これ

からは積極的にOSSを活用し
ていくと宣言をしました。当
時、日本ではOSSを活用して
いるところは少なく、UNIXや
W i n d o w s が主流でした。
UNIXはビジネスパートナー
（ベンダー）それぞれが独自の
OSを出しロックインされてい
て、Windowsも同様にクロー
ズドな環境になります。そうし

た中でOSSやLinux活
用のメリットとして説い
たのは、例えばパワーの
ある I A サーバをユー
ザーが自由に使えるこ

とです。さらにOSSは品
質も優れています。世
界中の人々がソースを
見ていて共同でコミュ
ニティを運営している
ので、製造者（開発に
携わる人間）も多くなっ
ていき、品質も向上し
続けます。
　逆に言えば、国内外
を問わず、より多くの企
業が活用しないと品質
の向上や機能の拡張につな
がりません。そのために、保守
的なイメージが強い金融機関
が積極的に活用すると宣言す
れば、より多くの企業が利用す
るようになると考え、基調講演
を行いました」。

―当時の状況では、まだ
Linuxを金融機関で活用した
例は世界的に見ても少なかっ

たと思いますが、導入決定ま
でにどのような検証が行われ
たのでしょうか？

　「もちろん、当時の状況では
Linuxが金融機関で実際にど
れだけ活用できるか未知数の
部分がありました。そこで我々
はビジネスパートナーと協力
してテストを実施しました。通
常OSSの導入はWebサーバな

ど比較的負荷が軽いシステム
からテストしますが、コストパ
フォーマンスを最大限に活か
すため、あえてデータベース
（DB）サーバからテストを開始
しました。
　当時、DBサーバのミドル
ウェア（RDBMS）といえば商
用プロダクトでした。商用プロ
ダクトでは、なかなか我々の
ためだけに改善をして欲しい
という要求は出せません。もち
ろんユーザーが増えれば改良
されていき、そのメリットをあ
る程度は享受できますがOSS
ほどではありません。OSSの場
合、仕様が公開されているの
でユーザーが必要に応じて改
良することができ、それはそ
のまま我々のメリットとして
返ってきます。だからこそWeb
サーバなどに活用するよりも、
DBサーバにおいて活用する
方が導入効果も高いと判断し
ました」。

―テストの結果についてお
聞かせください。またテストか
ら実システムでの運用までの
期間もお聞かせください。

　「テストを行った結果、OSS
とLinuxの導入効果は期待以
上でした。ライセンス体系など
に違いがあり、単純な比較は
できませんが、感覚的なコスト
パフォーマンスはそれまでの
DBサーバ環境と比較して約4

倍に感じました。それにより
OSS、Linuxの活用へと一気に
加速しました。実際に我々が
要件や目的に応じた銀行のシ
ステム仕様書として規定して
いる『ITスタンダード』にLinux
のDB活用に関する記述を書
き加え、半年後には実システ
ムへのOSS導入に向けたプロ
ジェクトがスタートしました。し
かし当時のIAサーバにはハー
ドウェアのI/O（インターフェイ
ス）が弱いなどの問題があり、
その影響を受けるものは
UNIXなどを活用しました。そ
して徐々に検証を重ねてい
き、アプリケーションサーバや
Webサーバでの活用基準も追
加しました。
　そういった中で2つの銀行
の合併によるシステム統合の
必要性が出てきましたので、
いわゆるDay1、Day2※のシス
テムへと実際の適用範囲を拡
げていきました」。

―三菱東京UFJ銀行様にお
けるITやOSSの位置づけにつ
いてお聞かせください。

　「今、三菱東京UFJ銀行およ
びMUFGグループの目標に
は、品格のある強い銀行、グ
ローバルベースで名誉ある地
位を占める銀行になるといっ
たことがあげられています。そ
のベースにはお客様の支持を
受けるために『サービスNo.1』

『 信 頼 度 N o . 1 』『 国 際 性
No.1』、3つのNo.1を目指すと
いうことがあり、グループ共通
のメッセージとして『Quality 
for You』を標榜しています。
　そして銀行のサービスとい
うのはハードウェアやソフト
ウェアのように目に見えるモノ
を売っているわけではなく目
に見えない情報を売っている
という側面があります。その情
報をATMや通帳のサービスと
して目に見えるようにしている
わけですが、それはすなわち
仕組み（＝IT）で実現していま
す。つまりサービスのクオリ

ティを向上するには、ITのクオ
リティが重要になるのです。も
ちろん窓口での心をこめた対
応も重要なサービスの一部で
あり、新しいサービスの開発を
考える人も重要なのですが、
最終的にそれを提供する手段
がITである以上、システムのコ
ストパフォーマンスや変化に
対応するスピードが優れてい
ないと競合他社に対して強み
を発揮できません。例えば急
いで修正しなければいけない
部分があったと仮定して、プロ
ダクトだと修正に時間がかか
るものでもOSSやLinuxだと自

分たちですばやく修正できる
場合もあります。OSSには共通
基盤としてのメリットを享受し
ながら、独自の競争力を生み
出す自由を与えてくれるとい
う良さがあります。今、我々は
アジアを中心としたグローバ
ルベースでのシステム基盤の
強化、市場環境の変化、ユー
ザーニーズの変化にともない
営業店を中心とした有人チャ
ネルの強化、インターネットに
おけるサービスの強化などに
取り組んでいますが、その分
野でもOSSを積極的に活用し
ています」。

―少し視点を変え、経営や
業務に役立つシステム構築の
ために気をつけられているポ
イントをお聞かせください。

　「私は常々、経営、業務、IT
が三位一体でなければならな
いと考えています。現場、現
物、現実の三現主義と言って
いますが、IT戦略を考える場
合においてもIT側から考える
のではなく業務や経営管理な
どで抱えている課題や要求を
現場の部署と共有しあって考
えるよう徹底しています。シス
テム開発は、事務的に申請を
受けた内容を査定するような
プロセスになりがちですが、
現場で利用する社員が共感
性を持てるようなシステム構
築でなくてはなりません。その
ためにもお互いに『次に何を
すべきか』を持ち寄って考え
るという場が重要になってき
ます」。

―実際の取り組みなどはい
かがでしょうか？

　「一方、現場で働く業務部門
の人間もシステム開発をある
程度理解する必要があります。
そのために我々はユーザー研
修を実施しています。それはシ
ステムの使用法を学ぶ研修と
は違い、システムづくりやシス
テム計画のプロセスを理解
し、業務部門のユーザー自身
もそのプロセスの中に入って

いて重要な役割を果たしてい
るという認識を持つための研
修です。システムはシステム開
発者だけがつくるものではな
く、ビジネスサイド（業務部門
の要求）もしっかりしている方
が良いシステムができるので
はないかと思います」。

―今後OSSやLinuxのディ
ストリビュータ、ビジネスパー
トナーに望まれることは？
　「OSSやLinuxもUNIXなど
の商用プロダクトと同じ状況
になる危険性が潜んでいま

す。なぜならユーザーサイドが
Linuxの中身を完全に理解・
把握するというのは難しいの
で、それを補助するディストリ
ビュータやビジネスパート
ナーの協力が不可欠だからで
す。アプリケーションを開発す
る際、我々が自らの手で開発
するために必要な情報提供を
必要なタイミングで得られな
ければ、中身が完全には見え
ていない商用プロダクトと変
わりません。
　それを避けるためにもディ
ストリビュータ、ビジネスパー
トナー、そして我々ユーザー
企業との連携を深めていきた
いと思います。具体的には

OSSだからこそ、ユーザーサイ
ドがサポートの終了などにで
きる限り影響されないよう、上
手く取り組んで欲しいと思い
ます」。

―最後に企業のIT部門を担
う人にメッセージを

　「日本のIT部門においては、
欧米のアプリケーションをそ
のまま活用する傾向が未だに
強く残っています。しかしOSS
を活用すれば日本企業の業
務に役立つ日本発のシステム

を構築することが可能になり
ます。少し余談になりますが、
最近あるソフトウェア企業が
商用ミドルウェアを日本発の
オープンソースとして公開し
ました。その方がライセンスで
利益を積み重ねるよりはるか
に有益だと思います。我々は
ユーザー企業ですので立場は
異なりますが、OSSを活用する
ことでOSSを活用する他の企
業が培った技術を享受するこ
とができ、また自社で開発した
技術をより多くのユーザーの
ために活用してもらうことがで
きる、それが業務や経営に役
立つ日本発のITの確立につな
がっていくと思います」。

三菱東京ＵＦＪ銀行が考える 
ＩＴシステム構築、ＯＳＳ活用のあり方とは？

村林 聡 氏株式会社三菱東京UFJ銀行　執行役員　システム部長

サービスを提供する
仕組みがIT、だからITの
クオリティが重要

OSSだからこそ、日本発の
ITシステム構築が可能

※：Day1、Day2は三菱東京UFJ銀行で実施されたシステム構築のプロジェクト名、Day2については次頁で事例を紹介。
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　Day2の対象となったシステムは広範囲にわたりま
すが、今回は営業店システムについてご紹介します。
これは統合において最重点課題となったシステムで
あり、Day2導入以前は、窓口業務やATMの処理を行
うサーバを営業店ごとに個別に管理する分散型のシ
ステムが活用されていたといいます。しかし旧システ
ムは、既存サーバの保守サポート期限、老朽化による
障害、分散型ゆえの運用・保守コストの課題を抱えて
おり、三菱東京UFJ銀行では合併当初から刷新を予
定されていました。

　もちろんシステムを刷新するにあたり、合併後の取
引数やシステム規模が拡大していたため、解決しな
ければならないビジネス課題も当初より増えていま
した。合田氏に当時のお話を伺いました。
　「私は営業店のテラー（窓口業務）に関するシステ
ムを担当していたのですが、合併によって当行の取
引数は旧東京三菱銀行比で1日あたり3倍の約350
万件、有人営業店650店舗、端末台数2万台に及ん
でいました。取引量が大きく増えた一方で、旧両行の
システムは古くなっており、刷新する必要がありまし
た。中でも、営業店システムは、お客様が直接ご利用
になるシステムですので、特に高いクオリティが求め

られていました。Day2の前にDay1というシステムが
あり、それは2つの旧銀行のシステムをつなぐだけで
したが、Day2というプロジェクトがあらかじめ見えて
いたので、そのためにどうすればいいかということも
考えて進行していました」。

　では、そこに必要なシステム要件とは何だったの
でしょうか？

　「650店舗に対応するサーバが必要ということは
もちろんですが、今後の店舗の統廃合や新店舗出
店に容易に対応できる保守性、同様に取引量増加
にも耐えられる処理スペックは必須でした。その上
でサーバ台数を削減することでTCOを削減し、24
時間365日のサービス提供を可能にする構成にし
なければなりませんでした」。
　結果、従来の分散型のサーバ構成から集中型の
サーバ構成へと移行することになったといいます。
「集中型のメリットは保守の効率化、システム移行
の省力化、運用費を含めたコスト削減、障害に関わ

るダウンタイムの減少。CO2の削減 、電気代、スペー
スなどのファシリティコストを削減できる点があげら
れます」。

　「まずLinuxを採用した理由ですが、私たちが採
用しているパッケージが稼働するために一番有力
なOSがLinuxだったということがあげられます。
パッケージソフトウェアを提供するビジネスパート
ナー（ベンダー）もLinuxへの対応に力を入れ始め
ていましたし、将来有望な OSとして積極的に
Linuxを活用していきたいという方針もありまし
た。そして私自身もDay2を構築する以前にLinux
のシステムを開発した経験があり、その時のトラブ
ルの解析内容や解決のスピードなどから見て営業
店システムに採用する条件を十分に備えていると
思いました」。
　「次にRed Hatを選んだ理由ですが、サポートす
るアプリケーションが多かったという理由があげら
れます。当時、他のディストリビュータのLinuxも同
時に検証したのですが、ビジネスパートナーととも
に全世界規模でサポート体制を確立しているので
従来活用していた製品と比較しても遜色ないと判
断しました」。

　「実際に我々がシステム構築を考える場合、OSだ
けで判断するわけではありません。Day2プロジェク
トにおいても、まずIBMのSystem zをサーバとして
選定し、通常環境として4台、災害対策環境として4
台活用しています。その中でLPARという論理パー
ティションでそれぞれ70ずつ、全部で140に区切っ
てサーバを稼働させています。そして営業店との協
議の結果、ひとつのLPARあたり20店舗を収容し
て、障害があった場合でも影響を極小化できるよう

に運用しています。これはLPARにトラブルがあった
ときなどに、センター側でサポートできるのは約20
店舗という予測に基づいた設計です。OSにRed 
Hat Enterprise Linuxを活用することで、サーバの
リソースを有効に利用できるLPAR配置が可能にな
りました」。

　「我々銀行のシステムというのは、信頼性が重要
です。営業店からも今まで分散型にしていたサーバ
を集中型にすることに対して不安の声もあがってい
ました。それを払拭するため障害対策設計による信
頼性の確保にも配慮しました。筐体間ミラーを実現
するために、LVM（Logical Volume Manager）機
能を拡張しました。こういった機能を組み込むこと
ができたのも仕様が公開されているオープンソー
ス（OSS）ならではの特長です。もちろん我々として
は、筐体内部の2重化やRAID構成にすることでより
高い信頼性を実現しました。リリース後3年が経過
していますが、実際にシステムが稼働してからも
Red Hat Enterprise Linuxが原因のトラブルは報
告を受けていません。こうした信頼性はインプリメ
ントの面でも役立ったといえます。例えば多くの店
舗に新しいシステムを展開するには進捗管理が重

要になります。今回、ベースのシステムが非常に安
定していたので、アプリケーション開発、移行の対
応、テスト等に時間を割くことができ、結果的にトラ
ブルなくシステムを展開できました」。

　「Day2プロジェクトにおいてもRed Hat Enterprise 
Linuxの基本的なサポートは我々のビジネスパート
ナー経由だったのですが、スピードが必要な項目に
関してはRed Hatに直接対応してもらいました。もと
もと信頼性の高いシステムであることに加え、連携
良くスピーディなサポートを受けることができたの
で、我々としては非常に助かりました」。

　「我々がシステムを構築する際には、E A
（Enterprise Architecture）という仕様にのっとって
います。その中でもLinuxの活用が推奨されており、
Day2以後も低コストで質の高いシステムをつくるた
めに、Linuxを活用したシステムをいくつか構築して
います。今後もRed Hat Enterprise Linux などを積
極的に導入していこうと考えています」。

　今回紹介するのは去る2006年の旧東京三菱銀行と旧UFJ銀行の合併にあたり、株式会社三菱東京UFJ銀行で
行われたシステム統合プロジェクト、通称『Day2』と呼ばれる事例です。これは当時、総費用2500億円、開発工数
11万人／月という大規模なシステム統合として話題になり、「ITジャパンアワード2009」において「経済産業大臣賞

（グランプリ）」に選ばれるなど、各方面から高い評価を受けています。Red Hat Enterprise Linuxはそのシステム
のベースとなるOSに選ばれ、現在もトラブルなく運用されています。今回はなぜRed Hatが選ばれたのか？その
理由について、システム部 営業店チャネルグループ 次長 合田 敬氏に話をお聞きしました。

日本のIT業界が注目した三菱東京UFJ銀行のDay2プロジェクト

有人営業店約６５０、１日３５０万件の
取引をＬｉｎｕｘサーバへ集約。
Ｒｅｄ Ｈａｔを選んだ理由は高い信頼性。

01
旧東京三菱銀行と
旧UFJ銀行合併にともなう
システム刷新の必要性

背景

導入の流れと導入後のメリット

・ 合併後のシステム完全統合
・ システムの老朽化

02
合併前よりも3倍に増えた
取引件数、有人650店舗での
円滑なサービスの提供

ビジネス課題

・ 管理営業店舗数の増大
・ 1日あたりの取引量増大

03
今後の取引件数増大にも
対応できる処理能力を確保
しながらサーバ台数を削減

ビジネス課題を実現
するためのシステム要件

・ 分散型から集中型へ
・ TCO削減

04
将来性の高いOSであり、
幅広いアプリケーションを
サポートしている事実

Red Hat（Linux）を
選んだ決め手

・ 幅広いアプリケーションサポート
・ グローバルなサポート体制

ビジネス課題を実現するためのシステム要件
今後の取引件数増大にも対応できる

処理能力を確保しながらサーバ台数を削減

背景
旧東京三菱銀行と旧UFJ銀行合併に

ともなうシステム刷新の必要性

ビジネス課題
合併前よりも3倍に増えた取引件数、

有人650店舗での円滑なサービスの提供

▼ Red Hat Enterprise Linuxを活用した営業店サーバのシステム構成

ホスト預為※

A系

SBTサーバ
×4台

MB L系

多摩BC

営業店

ホスト預為※

B系

※：預金為替

MB M系

SBTサーバ #1
店群 #1 現用LPAR

キャリア A

R
1系 2系 1系 2系 1系 2系

SBT

R

キャリア B

店群 #2 現用LPAR

店群 #4 待機LPAR

SBTサーバ #2
店群 #1 待機LPAR

店群 #3 待機LPAR

店群 #4 現用LPAR

SBTサーバ #3

店群 #2 待機LPAR

SBTサーバ #4

店群 #3 現用LPAR

SBT：営業店端末
店群：接続店舗グループ

プライマリDisk バックアップDiskミラー

SBT

営業店

R

SBT

R

SBT

営業店…

R

SBT

R

SBT
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　Day2の対象となったシステムは広範囲にわたりま
すが、今回は営業店システムについてご紹介します。
これは統合において最重点課題となったシステムで
あり、Day2導入以前は、窓口業務やATMの処理を行
うサーバを営業店ごとに個別に管理する分散型のシ
ステムが活用されていたといいます。しかし旧システ
ムは、既存サーバの保守サポート期限、老朽化による
障害、分散型ゆえの運用・保守コストの課題を抱えて
おり、三菱東京UFJ銀行では合併当初から刷新を予
定されていました。

　もちろんシステムを刷新するにあたり、合併後の取
引数やシステム規模が拡大していたため、解決しな
ければならないビジネス課題も当初より増えていま
した。合田氏に当時のお話を伺いました。
　「私は営業店のテラー（窓口業務）に関するシステ
ムを担当していたのですが、合併によって当行の取
引数は旧東京三菱銀行比で1日あたり3倍の約350
万件、有人営業店650店舗、端末台数2万台に及ん
でいました。取引量が大きく増えた一方で、旧両行の
システムは古くなっており、刷新する必要がありまし
た。中でも、営業店システムは、お客様が直接ご利用
になるシステムですので、特に高いクオリティが求め

られていました。Day2の前にDay1というシステムが
あり、それは2つの旧銀行のシステムをつなぐだけで
したが、Day2というプロジェクトがあらかじめ見えて
いたので、そのためにどうすればいいかということも
考えて進行していました」。

　では、そこに必要なシステム要件とは何だったの
でしょうか？

　「650店舗に対応するサーバが必要ということは
もちろんですが、今後の店舗の統廃合や新店舗出
店に容易に対応できる保守性、同様に取引量増加
にも耐えられる処理スペックは必須でした。その上
でサーバ台数を削減することでTCOを削減し、24
時間365日のサービス提供を可能にする構成にし
なければなりませんでした」。
　結果、従来の分散型のサーバ構成から集中型の
サーバ構成へと移行することになったといいます。
「集中型のメリットは保守の効率化、システム移行
の省力化、運用費を含めたコスト削減、障害に関わ

るダウンタイムの減少。CO2の削減 、電気代、スペー
スなどのファシリティコストを削減できる点があげら
れます」。

　「まずLinuxを採用した理由ですが、私たちが採
用しているパッケージが稼働するために一番有力
なOSがLinuxだったということがあげられます。
パッケージソフトウェアを提供するビジネスパート
ナー（ベンダー）もLinuxへの対応に力を入れ始め
ていましたし、将来有望な OSとして積極的に
Linuxを活用していきたいという方針もありまし
た。そして私自身もDay2を構築する以前にLinux
のシステムを開発した経験があり、その時のトラブ
ルの解析内容や解決のスピードなどから見て営業
店システムに採用する条件を十分に備えていると
思いました」。
　「次にRed Hatを選んだ理由ですが、サポートす
るアプリケーションが多かったという理由があげら
れます。当時、他のディストリビュータのLinuxも同
時に検証したのですが、ビジネスパートナーととも
に全世界規模でサポート体制を確立しているので
従来活用していた製品と比較しても遜色ないと判
断しました」。

　「実際に我々がシステム構築を考える場合、OSだ
けで判断するわけではありません。Day2プロジェク
トにおいても、まずIBMのSystem zをサーバとして
選定し、通常環境として4台、災害対策環境として4
台活用しています。その中でLPARという論理パー
ティションでそれぞれ70ずつ、全部で140に区切っ
てサーバを稼働させています。そして営業店との協
議の結果、ひとつのLPARあたり20店舗を収容し
て、障害があった場合でも影響を極小化できるよう

に運用しています。これはLPARにトラブルがあった
ときなどに、センター側でサポートできるのは約20
店舗という予測に基づいた設計です。OSにRed 
Hat Enterprise Linuxを活用することで、サーバの
リソースを有効に利用できるLPAR配置が可能にな
りました」。

　「我々銀行のシステムというのは、信頼性が重要
です。営業店からも今まで分散型にしていたサーバ
を集中型にすることに対して不安の声もあがってい
ました。それを払拭するため障害対策設計による信
頼性の確保にも配慮しました。筐体間ミラーを実現
するために、LVM（Logical Volume Manager）機
能を拡張しました。こういった機能を組み込むこと
ができたのも仕様が公開されているオープンソー
ス（OSS）ならではの特長です。もちろん我々として
は、筐体内部の2重化やRAID構成にすることでより
高い信頼性を実現しました。リリース後3年が経過
していますが、実際にシステムが稼働してからも
Red Hat Enterprise Linuxが原因のトラブルは報
告を受けていません。こうした信頼性はインプリメ
ントの面でも役立ったといえます。例えば多くの店
舗に新しいシステムを展開するには進捗管理が重

要になります。今回、ベースのシステムが非常に安
定していたので、アプリケーション開発、移行の対
応、テスト等に時間を割くことができ、結果的にトラ
ブルなくシステムを展開できました」。

　「Day2プロジェクトにおいてもRed Hat Enterprise 
Linuxの基本的なサポートは我々のビジネスパート
ナー経由だったのですが、スピードが必要な項目に
関してはRed Hatに直接対応してもらいました。もと
もと信頼性の高いシステムであることに加え、連携
良くスピーディなサポートを受けることができたの
で、我々としては非常に助かりました」。

　「我々がシステムを構築する際には、E A
（Enterprise Architecture）という仕様にのっとって
います。その中でもLinuxの活用が推奨されており、
Day2以後も低コストで質の高いシステムをつくるた
めに、Linuxを活用したシステムをいくつか構築して
います。今後もRed Hat Enterprise Linux などを積
極的に導入していこうと考えています」。

合田 敬 氏

株式会社三菱東京UFJ銀行
システム部

営業店チャネルグループ
次長

05
サーバのリソースを
有効に活用する
LPAR配置が可能

Red Hat（Linux）の
メリット 1

・ LPARによる集中型サーバの実現
・ ハードウェアリソースの有効活用

06
筐体間の
ディスクミラーリングを実現
するために、Linuxを活用

Red Hat（Linux）の
メリット 2

・ 筐体間ミラーリングを実現
・ 高い信頼性の確保

07
スピーディな
問題解決のための
迅速なサポート対応

Red Hat（Linux）の
メリット 3

・ SIベンダーとの連携
・ スピーディなサポート

08 今後の展望

・ 社をあげてOSS活用を推奨
・ OSSベースのシステムを構築中

Red Hat（Linux）を選んだ決め手
将来性の高いOSであり、幅広い

アプリケーションをサポートしている事実

Red Hat（Linux）のメリット 1
サーバのリソースを有効に活用する

LPAR配置が可能

Red Hat（Linux）のメリット 2
筐体間のディスクミラーリングを
実現するために、Linuxを活用

Red Hat（Linux）のメリット 3
スピーディな問題解決のための

迅速なサポート対応

今後の展望
システム構築の基準としてLinux活用を推奨。

現在も積極的に展開中

システム構築の基準として
Linux活用を推奨。
現在も積極的に展開中

▼ LVMを活用してディスク筐体間ミラーを実現

▼ LPAR上にサーバを構築し、障害時には主系→待機系へ切り替え

ミラーデータ
（Left）

ミラーデータ
（Right）

ミラーログ

write
通常のLVMミラー

通常のLVM機能ミラーログ障害時
全面障害の可能性 ii i ii

ミラーデータ
（Left）

ミラーデータ
（Right）

ミラーログ
（Left）

ミラーログ
（Right）

write
拡張したLVMミラー

拡張LVM機能

片系稼動可
ii i ii

＃1

LPAR1 LPAR2 LPAR3 LPAR4 heartbeat

Active Active Standby Standby - - - -

＃2

LPAR5 LPAR6

Standby Active Standby Active - - - -

＃3 Standby Active - - - -

＃4 Active Standby - - - -
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Red Hat Hot News Line

　NYSEユーロネクストは商用アプ
リケーションサーバからオープン
ソースのリファレンスアーキテク
チャへの移行によって、ITインフラ
全体にわたり、コスト削減、複雑性
の軽減、統合化、および性能向上を
実現しました。NYSEユーロネクスト
の主任ソフトウェアアーキテクト（開
発リーダー）であるブライアン・ク
ラーク（Brian Clark）氏は JBoss  
Enterprise Application Platform
の導入の背景とシステム要件、選定
理由、導入後のメリットと効果を次
のように語っています。

̶導入の背景と要求されたシステ
ム要件は？
　「アプリケーションを開発、配置、

管理するシステムのプロセスおよび
ライフサイクルにおいて、ひとつに
統合され、かつ柔軟性のある共通
基盤が必要でした。同時に業務の
特性上、ミッションクリティカルな要
求に応えられる信頼性、パフォーマ
ンス、拡張性を求めていました」。

̶Red HatのJBossが選ばれた理
由は？
　「我々はこれまで、ミッションクリ
ティカルなアプリケーションをRed 
Hat  Enterpr ise  Linux上で稼働
させてきた経験があり、J B o s s  
Enterprise Middlewareを採用候
補の一つとして検証することは当然
の流れでした。テストにより、Red 
Hatのミドルウェアソリューションは

Linuxで提供されるプラットフォー
ムと同様にエンタープライズクラス
の信頼性を備えていることが確認
できました。我々はその結果に満足
しましたが、それは特に驚くことで
はありませんでした」。

̶導入後のメリットと効果は？
　「我々は、特にコスト節減とシンプ
ルなアーキテクチャという2つの面で
大きなメリットを得たと思っていま
す。実際に従来のプラットフォームか
らJBoss Enterprise Middlewareの
アプリケーションに移行したことに
よって、50～60％の
コスト削減を達成で
きました」。
　NYSEユーロネク
ストは、ニューヨー
ク取 引 証 券 所と
ユーロネクスト。つ
まりアメリカとヨー
ロッパの金融市場
をリードする2つの
会社が合併してで
きた持ち株会社で、

世界の金融市場をリードしていま
す。それゆえに多くの金融商品が取
引され、システムに要求されるス
ケーラビリティや可用性も比類なき
レベルに達しています。
　現在、J B o s s  E n t e r p r i s e  
Application Platformは、リアルタ
イムで取引と注文を処理するNYSE
ユーロネクストのトレーディングフ
ロア向けアプリケーションと、バック
オフィスおよび規制のオペレーショ
ンをコントロール。毎秒100万以上
の取引メッセージのリアルタイム処
理を行っています。

　アレックス・ピンチェフは、
「経済環境は厳しい中でも
Red  H a t は成長している。
2008年3月から2010年2月
の2年間、当社の日本市場で
の売上成長率は58.5％で、当
社にとって日本は北米に次ぐ
2番目に大きな市場」と述べ、
日本のビジネスの好調さをア
ピールしました。また、本年1
月から稼働開始した東京証券
取引所の株式売買システム
「アローヘッド」にRed  Ha t  
Enterprise Linux（RHEL）が
採用された事例を紹介し、

「今、基幹系のクリティカルな
システムがRHELなどオープ
ンソースに移行している」と説
明しました。 さらに「世界が変
革しているようにITも変革し
ないといけない。それがクラ
ウドだ」と述べ、「Amazonや
Rackspace や IBM、日本の

NTTコミュニケーションズな
ど、ほとんどのクラウドがオー
プンソースで構築されてい
る。Red Hatは、Linuxだけで
なく仮想化基盤やミドルウェ
ア、管理ツールなどの幅広い
製品でクラウドのリーダーへ
と向かっている。」とクラウド
へのフォーカスポイントを鮮
明に語りました。

　続いて登壇したポール・
コーミアは、「Red Hatのアー
キテクチャでは物理環境や仮
想環境、クラウド環境などでア

プリケーションがシームレス
に動く。さらにVMwa r e や
Hyper -V が混在するプライ
ベートクラウドとパブリックク
ラウドが連携する環境で、アプ
リケーションをシームレスに
利用できるようにする」とRed 
Hatのアーキテクチャとビジョ
ンを説明。このビジョンを実現
するのが、OSSプロジェクト
「Delta Cloud（デルタクラウ
ド）」で開発中のミドルウェア
「Cloud Engine」です。Cloud 
Eng ineは、Amazon  EC2、
VMware ESX、RHELが搭載
するKVMなど、異なる仮想
化・クラウド環境を共通のAPI
で管理できるようにします。異
なるクラウドプラットフォーム
を共通のAPIで管理できるよ
うにすることで、ユーザーはプ
ライベートクラウドで運用して
いたアプリケーションを、必要
に応じて簡単に外部のパブ
リッククラウドへ展開できるよ
うになります。

　続けて「仮想化環境を包括
的に提供できるのは、現状で
は Red  Ha tとMi c r o s o f t、
VMwareの3社。しかし、これ
がプライベートクラウドにス
テップアップすると、OSとミド
ルウェアを持たない VMware
は脱落する。さらにパブリック
クラウドになると、自社製品で
ロックイン（囲い込み）をする
Microsoftが外れることにな
る」とオープンソースをベース
とするRed Hatのクラウドアー
キテクチャの優位性を強調し
ました。

　米Red Hatは、世界最大かつ最も取引量の多い株式市場の運営
グループであるニューヨーク証券取引所を運営するNYSEユーロネク
ストがJBoss Enterprise Middleware上に移行したと発表。グロー
バルな金融マーケットを支えています。

　2010年5月13日、米Red Hatのセールス部門最高責任者であるアレックス・
ピンチェフ、および技術部門の最高責任者ポール・コーミアの来日に伴う記者
発表会とお客様向けイベントを開催しました。

アレックス・ピンチェフ ＆ ポール・コーミア

ニューヨーク証券取引所がRed HatのJBossを採用

○ Red Hat Japan Activities

Alex Pinchev

Alex Pinchev & Paul Cormier

Paul Cormier
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来日レポート

日本はRed Hatにとって、
北米に次いで注力する
重要なマーケット

仮想化環境の決め手は
OSとミドルウェア、そして
ロックインからの解放

JBoss Enterprise Middlewareで
ITの性能向上、統合化、コスト削減を促進







Red Hat NEWS

標準化によるシステム管理が
トータルコスト削減のカギ
　昨今日本のIT部門においてはコンプライアンスの
強化やセキュリティリスク回避のために、限られた人
的リソースで多数のシステムの状況を的確に把握し
つつ一元的に効率良く管理できることがますます強
く求められてきています。しかし、TCOを抑えながらこ
れを実現することは容易なことではありません。

　Red Hatではこのような
システム管理作業における
様々なニーズにお応えし、
管理コストの大幅な削減を
実現するサービスや製品
を幅広く用意しています。
　例えば多数のRHELシス
テムをより少ない人数で
管理する、あるいは既存の
複数のシステムを社内外
のクラウドコンピューティ
ング環境に統合するには、

システムの標準化が重要となります。なぜなら、従来
は提供するサービスごとにサイロ化された体制でシ
ステムが構築され、保守を継続する傾向が多く、結果
的にそれぞれまったく異なる構成のRHELシステムが
多数存在しているケースもあるからです。

コンサルとツールの組み合わせで、
効率的なライフサイクル管理を提供
　Red Hatではこのような問題を解決し、多様なシ
ステムのライフサイクルを効率良く一元的に管理す
るためにコンサルテーションサービスとRed Hat 
NetworkあるいはRed Hat Network Satelliteを組
み合わせたソリューションを提供しています。　
　コンサルテーションサービスでは、既存のRHELシ
ステムのソフトウェア構成などを分析した上で、グ
ループ化し、より管理しやすい少数のソフトウェア構
成の標準化案を決定するための支援を行っていま
す。そして、Red Hat Networkサービスおよびその
関連製品をご利用いただくことで、多数のRHELシス
テムの一元的な管理を可能にし、ライフサイクルを

効率的に管理することができます。例えばRed Hat 
Network Satelliteをご利用いただくと、インター
ネットにアクセスできない社内LANなどの環境にお
いてもパッチ管理が可能ですし、さらにシステムの
構築プロセスの自動化、システムおよびサービスを
提供するアプリケーションの状態の監視、複数シス
テムへのバッチ処理の適用といったことも統一さ
れたWebインターフェースで一元的に管理可能と
なります。
　多数のRHELシステムの効率的な一元管理、クラ
ウド環境への統合、管理コストの大幅削減などをお
考えの際はRed Hatのシステム標準化のためのコン
サルテーションサービスおよびRed Hat Network / 
Red Hat Network Satelliteのご利用を是非ご検討
ください。

　Red Hatのクラウド事業を統
括するスコット・クレンショウは
先に来日した際、日本のユーザ
企業に対して当社のコンセプ
トと今後の方向性について次
のように語りました。
　「Red Hatのクラウドへのア
プローチは他社のベンダーと
異なっています。多くのベン
ダーは、いかに自社の技術や
ソフトウェア、ハードウェアでシ
ステムを占有できるか、すなわ
ちベンダーロックインの手法で
クラウドの構築をビジネス展開
していますが、Red Hatはそう
ではありません」。
　「私たちは決して他社のテク
ノロジーやソリューションを排
他せず、オープンスタンダード、

オープンインターフェースに
よって連携して既存のIT資産
を有効活用します。もちろん
Red Hatのテクノロジーだけで
クラウドを実現することもでき
ます。しかし何よりもオープン
スタンダードによってシステム
の柔軟性を追求してきた会社
だからこそ、クラウドにおいても
お客様の必要に応じて他社の
テクノロジーの有効活用およ
び連携を常に考えています」。

　「クラウドのステップには3つ
の段階があります。第1ステップ
は物理ハードウェアを仮想化
し、システムの利用率と柔軟性
を高めること。仮想化によって
サーバの数を減少させ、クラウ

ドの基盤を構築するのです」。
　「第2ステップは、仮想化に
よって拡張されたインフラを管
理することです。仮想化だけで
はVM（仮想マシン）が増加し、
複雑性が増すリスクもありま
す。それをプライベートクラウ
ドへと移行することで、仮想リ
ソースの複数インスタンスを
抽象化し、スケーラブルでセル
フプロビジョニング可能で管理
も容易なコンピューティング
プールとなるのです」。
　「第3ステップはプライベー

トクラウドに加え、（プ
ロバイダが提供する）
膨大なキャパシティ
を必要に応じて低コ
ストで増やせるユー
ティリティとしてパブリッククラ
ウドを追加し、双方を統合管理
できるようにすることです」。
　現在開発中のDelta Cloud
によって、異なるクラウドでも
同じように管理ができるように
なるでしょう。
　「Red Hatはこのすべての
フェーズにおいて最適な価値

を提供できます。それはさまざ
まなシステムの連携とTCOの
最適化です。私たちはオープン
なテクノロジーの提供のみな
らず、認定プログラムで物理環
境と変わらないアプリケーショ
ンの稼働を仮想環境で保証す
ることで、プライベートクラウド
/パブリッククラウドあるいは
社内外のデータセンターを柔
軟に連携できる基盤を提供し
ます。Red Hatのテクノロジー
を活用して高度かつハイブ
リッドなクラウドを構築するこ
とでビジネスの成長につなが
るITインフラを低コストで運用
できます。

★KVM スタートアップサービス ◎仮想化技術KVMについてトレーニング
◎導入と管理を行うために必要な技術的な基礎知識と操作1人 4万円／1日から

★仮想化技術ワークショップ ◎KVMまたはRHEVを検討しているお客様の検証をご支援
◎コンサルタントがお客様環境にてパイロット導入をご支援80万円／4日間から

★仮想化技術導入支援サービス ◎KVMまたはRHEVの導入をご支援
◎コンサルタントがお客様環境にて導入をご支援100万円／5日間から

★仮想化技術コンサルティング
　サービス 【詳細は、お問合わせください】

◎KVMまたはRHEVの適用、運用、移行等のコンサルティング
◎お客様の環境にあわせた設計、運用、移行などのご支援

Red Hatには他のベンダーに
はないクラウドへのアプロー
チがある。

3ステップでクラウド構築を
支援し、システム連携とコスト
削減を実現。

クラウド時代を見据えたシステムのライフサイクル管理のあるべき姿とは?

Red Hat Enterprise Virtualization 仮想化サービスラインアップ ★ 2010年4月から仮想化のための新サービスを提供開始しました。是非ご検討ください。

Red Hatのクラウド戦略が企業にもたらす価値とは？

○ Red Hatリーディング・アイ

◎ レッドハットの製品、サービスに関するお問い合わせはこちらまで  >>> セールス オペレーションセンター   ☎ 0120-266-086 （携帯電話からは ☎ 03-5798-8510）　e-mail: sales-jp@redhat.com
〔受付時間／平日 9:30～18:00〕

レッドハット株式会社
グローバルサービス本部
プロフェッショナルサービス部
RHELコンサルタント

佐藤 暁 氏

クラウド事業部門副社長　スコット・クレンショウ

Scott Crenshaw

Scott Crenshaw

PHYSICALPHYSICAL

物理ハードウェアを
仮想化へ移行

フェーズ 1 >> 統合

VIRTUALVIRTUAL

サーバの仮想化

PHYSICALPHYSICAL

仮想化の拡張により
プライベートクラウドを構築

フェーズ 2 >> 自動化

VIRTUALVIRTUAL

プライベート
クラウドの構築

PHYSICALPHYSICAL

パブリッククラウド追加と
プライベートクラウドとの統合

フェーズ 3 >> ユーティリティ化

VIRTUALVIRTUAL

パブリック
クラウドの追加
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